
 

 

 

 

 

やさしい想いを持つ福田っ子 
７月８日に開催された「加東市人権啓発

講演会」で、市内小学生の代表３名が人権

作文を発表しました。本校からは、６年生

の三原ひなたさんの作品が選ばれ、当日舞

台上でしっかりと作文を朗読してくれまし

た。 

このたび、１０月発行の「加東市人権啓発

情報誌（夢きらめいて）」に掲載されました

ので紹介します。また、人権標語の部で同

じく６年生の宮崎優希(まさき)さん、人権

ポスターの部で５年生の邑上輝(むらかみ

ひかる)さんの作品も掲載されています。 
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文責：学校長 
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６年生の子たちが、こんなにやさしい気持ちを持っているなんて、自分の学校なが

ら誇らしい気持ちでいっぱいです。 

最高学年の６年生のやさしさが、福田小全体に広がってくれることを願っています。 

 

本校の学力・学習の状況 
例年、小６と中３を対象に実施さ

れる全国学力学習状況調査につい

て、本年度（４月１８日実施）の結

果分析が終わりました。今年度も国

語と算数の問題で、いずれも知識

（Ａ）と活用（Ｂ）に関する２種類

が実施されました。 

本校の６年生は単学級でしかも

少人数ですので、正答率の全国比や

県比に関する信頼性は低いと言わ

ざるを得ませんが、学習状況（勉強 

に対する意識や行動）のアンケート調査の結果は、少人数だからこそ十分に活用で

きます。以下に本校の状況と課題、そして課題解決に向けた取組をお知らせします。 

★学力の状況 

・国語、算数とも、全国平均、県平均と比較してほぼ同程度。 

※しかしながら、正答率が低かった問題としては、①国語Ａの「ことわざ」、②国

語Ｂの「目的や意図に応じた言葉遣い」、③算数Ａの「同底同高の平行四辺形と

三角形の関係」、④算数Ｂの「標準偏差の基礎となる考え方」がありました。 

★学習の状況 

・授業中に友だちの意見をしっかり聞き、自分の考えを積極的に発表している児

童が多い。 

・早寝早起きや朝ご飯など、基本的な生活習慣は身についている。 

・約束やきまりを守るなどの規範意識、自分のよさを自覚する自己肯定感が高い。 

・全員が、学校は楽しい、友だちと会うのは楽しいと思っている。 

●国語や算数の勉強は大切と思っている児童は多いが、好きと答えている児童は

やや少ない。 

●発表時に自分の考えをうまく伝えるための工夫（資料や文章、話の組立など）

を考えている児童が少ない。 

●家庭学習の習慣は身についているが、時間が少なかったり、内容の偏りが見ら

れたりする。 

■今後の取組 

・つまずきのあった分野や領域についての補完的な学習 

・学習への好奇心を高めるため、「分かった、できるようになった。」が味わえる

授業づくり 

・プレゼンテーションを意識させた発表の仕方の習得 

・予習などの自主学習を日常的に宿題へ位置づけ 

など、具体的な対応を進めてまいります。 

授業風景(６年算数) 



 


